
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

Y U R A K U C H O

有
楽
町 H I R A D O  S H O K A N
ひらど商館
長崎県平戸市アンテナショップ

2018.10.13（SAT）

OPEN!
東京交通会館地下1階

営業時間／午前11時～午後７時 （不定休）

長崎県平戸市の美味しい特産品を多数ご用意しています。

（東京都千代田区有楽町2-10-1）

↓新橋

↑東京
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム

有楽町
マリオン

Ｊ
Ｒ
有
楽
町

有楽町

日比谷 銀座銀
座

東京交通会館東京交通会館

高
速
道
路

丸
の
内
線

日比谷線

有楽町
線

東
京
有
楽
町
に
、
平
戸
市
公
認
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
オ
ー
プ
ン

　
東
京
有
楽
町
駅
前
の
東
京
交
通
会
館

地
下
１
階
に
、
長
崎
県
平
戸
市
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ「
有
楽
町
ひ
ら
ど
商
館
」が
10
月

13
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
平
戸
の
特
産
品
販
売
と
観
光
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
、
農
産
物
、
農
水
産
加
工

品
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
特
産
品
を
多
数
ご
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
首
都
圏
在
住
の
ご

家
族
・
友
人
・
知
人
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

１０
10

お知らせ版

広報ひらど

夢あふれる　未来のまち　平戸

広報ひらど 平成30年10月15日号 4

［
編
集
・
発
行
］ 平
戸
市
人
事
課
　
〒
859-5192 長

崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
1508番

地
3

■
TEL／

0950-22-4111（
代
）  FA

X／
0950-22-5178　

■
U
RL http://w

w
w
.city.hirado.nagasaki.jp/ ■

E-m
ail  kouhou@

city.hirado.lg.jp
■
印
刷
／
有
限
会
社
ケ
ン
ホ
ク
プ
リ
ン
ト

15
10

☎内線2２７４お問い合わせ

９月１日（土）～ 11月30日（金）

「平戸藩の秋めぐり」推進本部（平戸市役所観光課内）　

平戸天然あら鍋まつり

「平戸、海のものがたり」10月31日（水）まで開催中！チケットは観光課、各支所・出張所で販売しています。

　平戸城下旧町地区（中心市街地）一帯において
「食」「物産」「伝統芸能」をメインとした街歩き型の
イベント。

世界遺産登録記念ライトアップイベント
～春日の祈り～

　市内の宿泊施設・飲食店１２店舗において、
今が旬で絶品の平戸産「天然あら」を使ったメ
ニューを提供します。

■と　き　

    10月20日（土）・21日（日）
■主会場　平戸城下旧町地区

■と　き　

 11月１日（木）～12月30日（日）
■ところ　市内の宿泊施設・飲食店

■と　き　

 11月１日（木）～30日（金）
■ところ　春日案内所「かたりな」一帯
　さまざまな祈りや願いを５千個のLEDの光に
かえて、春日の棚田を彩る平戸初のライトアッ
プイベント。

平戸くんち

　亀岡神社の例大祭。獅子舞など伝統芸能や、
平戸神楽が奉納されます。また、鎧武者や宮司
が商店街を練り歩きます。

■と　き　

 10月24日（水）～27日（土）
■主会場　亀岡神社ほか

平戸くんち城下秋まつり

（20日）午前11時～午後６時　（21日）午前10時30分～午後５時
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お
知
ら
せ

休
日
労
働
相
談
の
お
知
ら

せ

国
民
年
金
付
加
保
険
料
を

納
め
て
年
金
額
を
増
や
し

ま
せ
ん
か
？

ひ
ら
ど
市
民
大
学
第
５
回

講
義
を
開
催
し
ま
す

長
崎
県
育
英
会
か
ら
の
お

知
ら
せ

■中部出張所　☎28-1111　■南部出張所　☎27-0004　■舘浦出張所　☎53-1501　■度島連絡所　☎25-2834
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎53-2111　■田平支所　☎57-1111　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 「募集」「お知らせ」などの重要な「情報」が満載

15日号も見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

広報ひらど 平成30年10月15日号 2Hirado City Public Relations,2018.10.153

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
に

付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
こ
と
で
、
受
給
す
る
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
付
加
年
金
の
受
給
開
始
か
ら

２
年
間
で
、
納
め
た
付
加
保
険

料
総
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
お
得
な
制
度

で
す
。

▼
付
加
年
金
に
加
入
で
き
る
人

　
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

　
者
ま
た
は
65
歳
未
満
の
任
意

　
加
入
被
保
険
者
。
た
だ
し
、

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
該

　
当
者
お
よ
び
国
民
年
金
基
金

　
加
入
者
を
除
く
。

▼
付
加
保
険
料　
４
０
０
円（
月

　
額
）

▼
付
加
年
金
額　
２
０
０
円×

　
納
付
月
数

　
【
例
】付
加
保
険
料
を
10
年
間

　
　
　
納
め
た
場
合

　
　
■
納
付
総
額　
４
０
０
円

　
　
　

×

10
年（
１
２
０
月
）＝

　
　
　
４
万
８
千
円

　
　
■
受
給
額（
年
額
）　 

２
０

　
平
戸
の
古
地
図
を
片
手
に
、
現

代
の
道
路
と
古
地
図
に
描
か
れ
て

い
る
道
路
を
見
比
べ
な
が
ら
、
歩

い
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　
き　

11
月
４
日（
日
）午

　
前
10
時
〜（
午
前
９
時
〜
受
付
）

○
集
合
場
所　
平
戸
港
交
流
広
場

○
参
加
費　
無
料

○
定　
員　
20
人

○
申
込
締
切　
10
月
25
日（
木
）

◎
問　
ジ
ョ
グ
ト
リ
ッ
プ（
網
元
）

　
（
☎
０
９
０-

８
９
１
３-
６
４

　
　
５
２
）

　　
９
月
６
日
、
北
海
道
胆
振
東

部
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７

の
地
震
に
よ
り
、
各
地
で
甚
大

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
被
災
者
を
支
援
す

募　

集

認
知
症
カ
フ
ェ
と
か
じ
ん

が
開
催
さ
れ
ま
す

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
災
害
義
援
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す

る
た
め
、
義
援
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○
義
援
金
名　
平
成
30
年
北
海
道

　
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援
金

○
受
付
期
限　
平
成
31
年
３
月

　
20
日（
水
）

○
設
置
場
所　
本
庁
、
各
支
所
・

　
出
張
所

※

募
金
し
た
義
援
金
は
、
日
本

　
赤
十
字
社
を
通
し
て
全
額
被

　
災
地
に
寄
附
さ
れ
ま
す
。

◎
問　
福
祉
課
総
務
班

　
（
☎
内
線
２
５
５
３
）

　　　
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知

症
の
人
と
そ
の
介
護
者
、
支
援

者
、
地
域
住
民
な
ど
誰
も
が
参

加
で
き
、
集
う
こ
と
が
で
き
る

「
認
知
症
カ
フ
ェ
と
か
じ
ん
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
中
心

に
、
認
知
症
に
関
心
が
あ
る
人

な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

で
す
。

○
と　
き　

10
月
28
日（
日
）午

　
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　
ン
タ
ー
と
か
じ
ん（
岩
の
上
町

　
３
８
７
番
地
１
）

○
内　
容　
認
知
症
に
関
す
る

　
学
び
・
茶
話
会
・
悩
み
事
相

　
談
な
ど

○
参
加
料　
３
０
０
円

○
申
込
先　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　
ン
タ
ー
と
か
じ
ん　

　
☎
23-

３
３
８
８（
米
倉
・
岩
本
）

◎
問　
長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援

　
班

　
（
☎
内
線
２
５
９
４
）

　　

第
２
回
平
戸
古
地
図
ウ
ォ
ー

ク
参
加
者
募
集

　　
県
の
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者

と
事
業
者
間
の
紛
争
解
決
の
た
め

「
あ
っ
せ
ん
」の
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
周
知
・
広
報
の

た
め
10
月
を「『
個
別
労
働
関
係

紛
争
処
理
制
度
』に
係
る
周
知
月

間
」と
定
め
、
そ
の
一
環
と
し
て

「
休
日
相
談
」を
県
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
実
施
し

ま
す
。

○
内　
容　
「
平
戸
探
訪
〜
世
界

　
遺
産
を
訪
ね
て
〜
」

○
講　
師　
市
文
化
交
流
課

○
聴
講
料　
５
０
０
円

※

聴
講…
入
学
せ
ず
に
、
聴
き

　
た
い
講
義
だ
け
を
受
講
す
る

　
こ
と（
年
度
内
２
回
ま
で
）

○
そ
の
他　
聴
講
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
事
前
に
生
涯
学
習

　
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

　
推
進
班

　
（
☎
内
線
５
０
４
２
）

が
困
難
と
な
り
そ
う
な
場
合
な

ど
は
、
速
や
か
に
本
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

寄
附
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
長
崎
県
育
英
会
で
は
、
寄
附

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
は
、
奨

学
資
金
と
し
て
活
用
し
、
奨
学

金
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
長
崎
県
育
英
会
へ
の

寄
附
金
に
は
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
問　
公
益
財
団
法
人
長
崎
県
育

　
英
会

　
（
☎
０
９
５‐

８
２
４-

７
５
０
１
）

　　
ひ
ら
ど
市
民
大
学
の
第
５
回

講
義
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

○
と　
き　
10
月
28
日（
日
）

○
集
合
場
所　
平
戸
市
役
所
正

　
面
玄
関
ロ
ビ
ー

○
集
合
時
間　
午
前
８
時
45
分

　
（
午
前
９
時
出
発
）

　
当
日
は
労
働
相
談
の
ほ
か
、

あ
っ
せ
ん
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※

電
話
相
談
も
受
け
付
け
し
て
い

　
ま
す
。

○
と　
き　

10
月
21
日（
日
）午

　
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
受
付
時
間
）

○
相
談
料　
相
談
・
あ
っ
せ
ん
と

　
も
無
料　

○
と
こ
ろ　
佐
世
保
労
働
相
談
情

　
報
セ
ン
タ
ー（
長
崎
県
県
北
振

　
興
局
本
館
４
Ｆ
商
工
労
政
課
内
）

◎
問　
長
崎
県
労
働
委
員
会
事
務

　
局

　
（
☎
０
１
２
０-

７
８
３-

２
５
８
）

奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て　

　
あ
な
た
の
奨
学
金
の
返
還
金

は
、
後
輩
の
新
た
な
奨
学
金
と

な
る
重
要
な
も
の
で
す
。
奨
学

金
を
借
り
て
い
た
人
は
、
約
束

ど
お
り
の
返
還
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
住
所
な
ど
の
変
更
や
、
返
還

　
　
　
０
円×

10
年（
１
２
０

　
　
　
月
）＝
２
万
４
千
円

▼
手
続
き
に
つ
い
て　
付
加
保

　
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん

　
だ
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
　
希
望
す
る
人
は
、
印
か
ん

　
と
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

　
書
類
を
持
参
し
て
、
健
康
ほ

　
け
ん
課
国
保
年
金
班（
④
番
窓

　
口
）ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

　
課
、
各
出
張
所
で
手
続
き
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　
佐
世
保
年
金
事
務
所　

　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９
）

７６２ 円

長崎県最低賃金のお知らせ
使用者も労働者も必ずチェック

◎問　厚生労働省長崎労働局賃金室
　　　☎095-801-0033

　平成30年10月６日から、長崎県の最低賃
金が変わりました。
　これまでの時給７３７円から、２５円引き上げす
ることで、労働条件の改善を図ります。

　自分の最低賃金について
気になる人は、
こちらでご確認
ください。

１時間あたり

被災した人たちのために
　8月27日、たびら夏祭り実
行委員会から「平成30年７月
豪雨災害」で被災した人たちへ
の支援活動に役立ててほしい
と、義援金を預かりました。
　義援金は、日本赤十字社を
通じて被災地に届けられます。


